
広報

翻臨．

1野畿編鮒（毎月1・日発行）

昭和53年10／10〃b．242

　人ロの動き
一一m月1日現在一

男5，116←4）
女5，159（一6）
言十　　10，275（一1①

世帯数2，351（一1）

　（）前月比較

発行川西町長根津正三　編集企画室広報係　　定価　1部5円　印刷白南風社
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　．、稲1期蠣笏爆段糖㌧

の，團狩鍛憾講

　近くのおばあちゃんとつれだって、山歩きをし

た戦果は、ご覧のように“だいこくしめじ，が

かごにドッサリ。

帰りしな、畑仕事の手を休めたおばあちゃんも

加わって、しばしきのこ談議が続くのでした。

　　　　　　　　　　　（野□大原で）

◎㊧◎⑧㊨⑧⑤
10／11橘　出張所　　10／18　克雪センター
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10月の休日救急医

15日 7－5566

2－3276

2－2581

2－2174

2－3269

10／25総合センター　　11／1上野連絡所　　11／8橘　出張所
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告
｛

報
’

会
、
、

議
一

　
　
　
’

　
九
月
八
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
定
例
町
議

会
で
は
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
や
選
管
委
員
の

選
挙
の
ほ
か
、
条
例
改
正
、
各
会
計
の
補
正
予
算
、

請
願
発
議
案
な
ど
十
八
件
に
及
ぷ
案
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
主
な
こ
と
は
次
の

と
お
り
で
す
。

選
管
委
員
等

　
　
　
・
い
ず
れ
も
再
選

△
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ

い
て
。
1
九
月
十
七
日
で
任
期
満
了

と
な
る
上
村
栄
一
さ
ん
に
つ
い
て
、
再

び
任
命
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

△
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

　　料率
種別

基本料金（1ヵ月につき）
超過料金
（1㎡につき）水　　量 料　　金

一　般　用 　ガ10
1，000　　円

　（80①
　円80

営　業　　用 100
8，500

（7，00① 80

工
業
用

小口用 200
15，000

（12，00① 80

大口用 500
30，000

（26，00① 80

臨　時　用 1
200（15①

レ

（）内は旧料金

の
選
挙
に
つ
い
て
。
1
九
月
十
七
日

で
任
期
満
了
と
な
る
委
員
四
名
、
補
充

員
四
名
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と

改正された水道使用料

お
り
再
選
し
ま
し
た
。

※
委
　
員

　
　
小
海
八
太
郎

　
　
田
口
　
一
男

　
　
大
井
長
太

　
　
中
条
秀
雄

　
※
補
充
員

高
橋
友
義

上
村
信
栄

須
藤
茂
一

青
木
　
二
二

（
敬
称
略
）

　　　　　　　
岩中木小
　央　根
瀬町落岸
）　）　）　）

（
伊

（
上

（
仁

（
田

戸田野友
）） ））

条

例

水
道
料
を
ア
ッ
プ

ム
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
条
例

の
一
部
改
正
－
審
議
委
員
六
十

名
以
内
を
六
十
五
名
以
内
に
改
正
。

△
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
1

ー
簡
易
水
道
の
使
用
料
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
十
月
一
日
か
ら
、

一
ケ
月
の
基
本
料
金
が
別
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
超
過
料
金
一
立
方
メ
ー
ト
ル

当
り
八
十
円
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

△
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

－
今
ま
で
、
敬
老
祝
金
の
支
給
は
、

七
十
五
歳
以
上
と
限
っ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
、
当
該
年
度
の
末
日
ま
で

に
七
十
五
歳
に
達
す
る
人
も
含
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算

野
球
場
造
成
地
を
取
得

△
土
地
取
得
に
つ
い
て
ー
町
営
野

球
場
用
地
と
す
る
た
め
、
水
口
沢
地
内

の
土
地
二
万
六
千
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル

の
購
入
を
決
め
ま
し
た
。

△
土
地
の
処
分
に
つ
い
て
ー
山
野

田
地
内
の
町
有
地
七
千
四
百
二
卜
七
平

方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
宅
地
造
成
用

地
と
し
て
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
取
得
・
処
分
と
も
契
約
の
相
手
方

は
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
で
ず
。

△
各
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
1

1
一
般
会
計
、
国
保
（
事
業
）
、
国
保

（
施
設
）
、
簡
易
水
道
、
水
道
事
業
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
補
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
主
な
も
の

を
あ
げ
る
と
、
歳
出
で
は
、

○
土
地
購
入
及
び
野
球
場
造
成
費
用
等

が
五
千
二
十
四
万
円
、
○
国
土
調
査
地

籍
集
成
図
作
成
等
五
百
二
十
万
円
、
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

「
き
茸
ん

愉ね

年
金
制
度
は

　
　
つ
な
が
り
ま
す

＠　O
　　o　　　o

国民年金と厚生年金などはつながります。

2
｝
ー
〈
ー
し

　
わ
が
国
で
は
だ
れ
も
が
年
金
の
保

障
を
得
ら
れ
る
「
国
民
皆
年
金
」
の

体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

い
く
つ
か
の
公
的
年
金
制
度
を
移
り

か
わ
っ
た
場
合
で
も
、
こ
れ
ら
の
期

間
を
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
に
し
、
決
め
ら

れ
た
年
数
が
あ
れ
ば
年
金
を
受
け
ら

れ
る
「
通
算
年
金
制
度
」
の
仕
組
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
的
年
金
に
は
、
①
国
民
年
金
、

②厚生

年
金
保
険
、
③
船
員
保
険
、
鷺

④
国
家
公
務
員
共
済
組
合
、
⑤
地
方

公
務
員
共
済
組
合
、
⑥
公
共
企
業
体

職
員
等
共
済
組
合
、
⑦
私
立
学
校
教

職
員
共
済
組
合
、
⑧
農
林
漁
業
団
体

職
員
共
済
組
合
、
の
八
つ
が
あ
り
ま

す
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
加
入
期

間
が
す
べ
て
通
算
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
通
算
の
対
象
に
な
る
の
は
、
原
則

と
し
て
、
こ
れ
ら
八
つ
の
制
度
の
加

入
期
間
で
あ
っ
て
、
同
一
の
制
度
に

一
年
以
上
加
入
し
、
か
つ
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
以
後
の
加
入
期
間
が

あ
る
人
で
す
。

　
し
か
し
、
厚
生
年
金
と
船
員
保
険

に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
に
い
ず
れ

か
の
制
度
に
加
入
す
れ
ば
、
同
日
以

先
金
た

ぎ
年
し

せ
生
入

か
厚
加
き

出
で
へ
と

年
う
届

民
そ

国
金
失

出かせぎを

やめて帰つ
てきたとき

年
取
届

民
国
金
得

国民年金

前
の
加
入
期
間
も
対
象
に
な
り
ま
す

し
、
共
済
組
合
に
つ
い
て
は
、
同
日

も
引
き
続
い
て
そ
の
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の

引
き
続
い
て
い
る
同
日
以
前
の
加
入

期
間
が
通
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
希
望
加
入

で
き
る
よ
う
な
人
が
加
入
し
な
か
っ

た
と
き
で
も
、
そ
の
後
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
も
通
算
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
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ぺ総
合
体
育
館
構
内
舗
装
工
事
費
等
一
干

六
百
九
十
二
万
円
、
○
災
害
復
旧
費
（

農
林
水
産
施
設
）
五
千
万
円
、
○
同
（

公
共
土
木
施
設
）
二
千
九
百
六
十
四
万

円
、
歳
入
で
は
、

○
国
県
補
助
金
六
干
四
十
七
万
円
、
○

財
産
売
払
い
収
入
四
干
四
百
五
十
六
万

円
、
○
町
債
四
千
三
十
万
円
、
○
地
方

交
付
税
一
千
二
百
九
十
一
万
円
、
○
町

税
一
千
六
百
五
十
万
円
な
ど
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

ス9一ト

　
今
回
の
補
正
額
は
、
一
億
七
千
五
百

十
六
万
円
で
、
総
額
は
二
十
四
億
八
千

六
百
九
十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

請
願

即
日
採
択

新
農
構
の
促
進

△
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の
促
進
に
関

す
る
請
願
ー
仙
田
地
区
代
表
十
一

第
三
次
・
総
合
計
画
審
議
会

来
春
の
答
申
を
め
ど
に

▲9／13￥第1回の審議会を開催

　
川
西
町
総
合
開
発
計
画
を

策
定
す
る
審
議
会
が
、
再
び

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
年
度
限
り
で

終
了
す
る
第
二
次
計
画
に
継

ぐ
、
第
三
次
計
画
を
練
り
あ

げ
る
機
関
で
、
昭
和
六
十
五

年
を
め
ざ
し
た
町
の
青
写
真

を
描
き
な
が
ら
、
今
後
五
年

間
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
を

樹
立
す
る
も
の
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
町
は
、

昭
和
四
十
四
年
を
第
一
年
度

と
し
て
、
今
日
ま
で
総
合
開

発
計
画
に
そ
っ
て
、
計
画
的
、

合
理
的
な
行
財
政
の
運
営
に

努
め
て
来
ま
し
た
。

名
か
ら
、
本
年
度
中
に
計
画
策
定
、
来

年
度
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と

の
請
願
が
出
さ
れ
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
、
即
日
、
採
択
し
ま
し
た
。

△
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強
化
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
ー

1
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
と
、

医
療
保
険
制
度
の
充
実
強
化
を
は
か
っ

て
ほ
し
い
と
の
意
見
書
を
議
決
し
た
も

の
で
、
議
決
と
と
も
に
、
厚
生
省
・
大

蔵
省
・
自
治
省
な
ど
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら

四
十
八
年
を
第
一
次
、
四
十
九
年
か
ら

五
十
三
年
を
第
二
次
と
し
、
産
業
・
福

祉
・
教
育
な
ど
各
方
面
に
及
ぶ
施
策
を

盛
り
込
み
、
着
実
に
実
現
に
移
し
て
来

た
わ
け
で
す
。

　
総
合
開
発
計
画
の
内
容
は
、
お
お
む

ね
十
年
先
を
見
と
お
す
“
基
本
構
想
”

五
年
間
に
実
施
す
べ
き
事
業
を
も
う
ら

す
る
“
基
本
計
画
”
、
さ
ら
に
、
三
年

間
に
行
う
具
体
的
事
業
を
か
か
げ
る
“

実
施
計
画
”
か
ら
な
り
ま
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
が
終
わ
る
五
年
間
が

過
ぎ
る
と
、
過
去
の
反
省
と
今
後
の
目

標
を
盛
り
込
ん
だ
、
い
わ
ば
計
画
の
“

改
定
版
”
が
練
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
の

ほ
ど
の
第
三
次
計
画
は
、
昭
和
五
十
四

年
か
ら
五
十
八
年
に
わ
た
る
基
本
計
画

が
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
先
月
十
三
日
に
、
第
一
回
の
審
議
会

を
開
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
総
合
・

産
業
・
建
設
・
文
教
・
厚
生
の
五
部
会

器
人

｝
ニ
ロ

目ボ
せ

協
胴
ら

ー
知

苦
お

政
の

行

◆と　き　10月19日　1時～4時
◆ところ　総合センター

　役所や公社等の仕事について
・説明になっとくできない。

・このようにしてほしい。

・処理がまちがっている。

・どうすればよいかわからない。
・処理がおそい。

・不親切な扱いを受けた。

　こんな苦情や要望をおもちの方
はお気軽においでください。

　当日は、行政相談委員をはじめ
心配ごと相談員も相談相手になっ
てくれます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
中
心
に
、
細
部
に
わ
た
る
検
討
を
行

い
、
来
春
に
は
、
町
長
へ
答
申
す
る
手

は
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
議
委
員
の

　
　
顔
ぶ
れ

（
敬
称
略
）

会
長
平
野
圭
二

副
会
長
　
　
清
水
　
儀
七

　
（
以
下
、
部
会
別
の
構
成
、
◎
委
員

長
、
○
副
委
員
長
、
順
不
同
）

総
合
部
会
・
◎
和
久
井
精
一
・
○
田
中

茂
・
平
野
圭
二
・
小
川
東
平
・
戸
田
専

治
・
押
木
元
男
・
大
久
保
三
吉
・
数
藤

タ
ツ
・
小
林
義
幸
・
佐
藤
喜
丁
高
橋

友
義
・
清
水
京
平
・
内
山
恵
雄

産
業
部
会
・
◎
登
坂
茂
・
○
須
藤
寛
蔵
・

若
山
三
郎
・
丸
山
久
一
郎
・
保
坂
次
夫
・

上
村
栄
一
・
平
野
末
之
助
・
増
田
準
一
・

清
水
儀
七
・
丸
山
仁
吉
・
高
橋
重
英
・

¶
巽　

，
”

平
野
正
義
・
江
口
定
之

建
設
部
会
・
◎
田
中
与
三
郎
・
○
小
川

清
次
・
高
橋
弥
太
郎
・
戸
田
哲
次
・
高

津
富
士
男
・
丸
山
欽
一
郎
・
柄
沢
悌
二
・

登
坂
フ
サ
・
田
畑
幸
雄
・
青
木
信
作
・

中
村
金
作
・
宮
啓
丁
須
藤
茂
一

文
教
部
会
・
◎
水
品
正
一
郎
・
○
太
田

長
栄
・
羽
鳥
欣
一
・
小
林
正
人
・
平
野

義
一
・
登
坂
敬
恒
・
今
井
誉
夫
・
北
村

日
出
太
・
丸
山
ト
リ
・
田
中
精
作
・
南

雲
正
一
・
渡
辺
満
麿
・
丸
山
古
至
A
郎
・

厚
生
部
会
・
◎
滋
野
一
郎
・
○
金
山
良

晃
・
桑
原
要
雄
・
小
海
貞
二
・
清
水
守

平
・
高
津
正
・
中
条
一
男
・
渡
貫
門
平
・

斉
藤
マ
サ
・
新
保
清
・
保
坂
菊
太
郎
・

藤
本
秀
雄
・
田
口
一
男

　
　
　
　
　
　
　
（
総
数
六
十
五
名
）



1”1””広報かわにし／昭和53年10月10日発行（第三種郵便物認可）1”II”””””””11111”””””1”1”II”llIII””””””1”IIlllII”1”ll”llll””””II”llll”II””lll”【4】1”””ll““ll

　全町民の期待をになつて、いよいよ総合体育館の
オープンです。

　総工費およそ五億円、皆さんのあつい視線を受け
ながら誕生するこの体育館は、町民会館とも、スポ
ーツの殿堂ともよべるデラックスな館となりました。
　今月末から、使用できるようになりますので、存
分にご利用ください。

　なお、今月二十八日には、お祝いを兼ねたしゅん
工式を行いたいと準備を進めています。都合できる
人は、遠慮なくおいでのうえ、とくとご覧ください。

愉

z⑲
プ

濃

町民体育館

騨灘 鐘

朋糊齪醤囲拶
　　　　　　・　灘　　顯

惣δオ

藤
鱗懸懇

一　　》　　 一　　　ミー　ミー…＿一　　 一　　　：一　　 一　　 一　　　（
　
体
育
館
の
完
成
で
、
町
は
八
，
ま
で
以

上
に
“
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
”
に
力
を
注

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
云
具
友
員
会
の
事
務
局
（
社
会
教
育

課
を
除
く
）
を
、
体
育
館
内
に
移
す
と

と
も
に
、
同
事
務
局
に
体
育
課
を
新
設

し
、
健
康
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
十
月
一
日
付

庁
内
人
事

　
，
，
－
，

ヲ

皆
ス
ポ
’

ご
　
　
　
ツ

4
カ

　
　
　
　
　
　
C

　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
こ
ぐ

　
　
　
　
さ

で
次
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
×
×
　
　
×
×
　
　
×
×
　
　
×
×

体
育
館
長
・
丸
山
富
司
（
教
育
長
兼
務
）

※
昇
　
任

教
委
体
育
課
長
・
星
名
四
郎
（
社
会
教

育
課
長
補
佐
）
、
保
健
婦
長
・
和
田
ヨ

り
（
保
健
婦
）
、
建
設
課
水
道
係
長
・

丸
山
晴
久
（
水
道
係
）

※
配
置
換
え

教
委
体
育
課
体
育
係
長
・
小
川
広
一
（

建
設
課
水
道
係
長
）
、
同
体
育
課
施
設

係
長
・
渡
辺
照
男
（
教
委
学
校
教
育
係

長
）
、
同
体
育
課
体
育
係
・
小
海
代
利

子
（
健
管
保
険
係
）
、
教
委
学
校
教
育

係
・
沢
口
則
雄
（
同
衛
生
係
）

※
新
採
用

税
務
課
第
一
係
・
丸
山
安
彦
、
高
倉
小

掌
校
・
高
橋
国
子

※
退
職
／
九
月
三
十
日
付

仙
田
保
育
園
・
小
林
伸
江

しゅん工式に

皆さんもどうぞ

　体育館のしゆん工式は、今月二十八日
（土）の午前十一時から行います。

　式典は、テープカットに始まり感謝状・
表彰状の贈呈、町体協会長によるよろこび
のことばなどが予定され、十二時ころ閉会
となります。

　このあと、十二時三十分まで、柔道・剣
道・から手・すもうの各種目について、体
協の皆さんが公開演技を行います。

　また、一時から三時三十分までは、施設
の一般公開を行います。

　当日は、小（高学年）・中・高校生も参
列していただく計画ですし、一般皆さん方
のご来館も大歓迎です。

　お気軽においでくださるよう、お待ちし
ています。
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み
　ん

な
の
体
育
館
で
す

“
約
束
”
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
体
育
館
は
、
皆
さ
ん
の
施
設
で
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
気
軽
に
、
自
由
に
使

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
自
由
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
勝
手
、
気
ま
ま
に
利
用
さ
れ

た
の
で
は
、
い
く
ら
立
派
な
施
設
で
も

た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
が
楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
約
束
ご
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
確
実
に
守
っ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ン鰍

樟さガンバリます！／

巳●華

●●●

’
．
●’P

臨
1揮i

撒㌃，♪：9

碧
餐：

』冒
．●．．・

峯妻

A、！
涼9。

長野国体に2名が出場

　今月15日から長野県で開かれる秋
季国体に、町内からも次の方が参加
します。

漁
　
な
お
、
約
束
ご
と
は
、
今
後
決
め
ら

れ
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
、
ご
く
基
本
的
な
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
例
記
し
て
み
ま
し
た
。

【
管
理
・
運
営
】

　
町
の
教
云
暴
員
会
が
、
体
育
館
に
常

　
駐
し
、
管
理
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

【
使
用
時
埋

　
原
則
と
し
て
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

　
十
時
ま
で
で
す
。

【
休
　
館
】

　
皆
さ
ん
の
利
用
の
便
を
考
え
、
日
曜

畜
　
　
　
　
∵
P
．
・
｝
博
マ
菅
げ
ぜ
∵
声

・小海　隆樹君（学校町・十

i3年）、体操競技少年男子
　
　
　
の

イ
3
部
抱
代
ぶ
感
の

⇔
・
旧
の

祝
祭
日
は
休
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外

の
日
、
週
一
日
を
休
館
に
す
る
予
定

で
す
。

【
使
用
に
あ
た
っ
て
】
　
向

団
体
使
用
の
場
合
は
、
事
前
に
申
し

込
み
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
場
合
は
、
当
日
係
に
申
し
出

て
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
れ
る
よ

う
に
、
と
く
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
は
、
危
険
も
と
も
な
い
ま
す
の
で
、

係
員
や
、
指
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
使
用
料
】

町
の
行
事
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

関
係
、
個
人
で
の
ト
レ
i
ニ
ン
グ
な

ど
は
、
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

【
そ
の
他
】

9・4・．・

軌嵩

　　　膿
　．●●・．

館
内
で
の
運
動
は
、

に
．
●
”

・抱負・……ミ第33回国体に

県代表の一員になったことを
喜ぶとともに、責任の重さを　1

痛感しています。日ごろの練

習の成果を十分発揮して、期
待にこたえるようがんばりま
す。ミ

⇔保坂　次夫さん（沖立・58

歳）、県すもう青年の部の監
督として出場。

・抱負・……￥’選手20名のチ

ーム編成と作戦を糸東ることが、

勝敗を決す大切なところです。

膿毅稽型う隻靭 　
　
　
の
ロ

．
G
い
イ
卸
滅
引
9
ポ
ア

　
　
　
．
”
o
。
9

　
　
　
　
ぢ
．
・

　
　
　
じ
ド

　
　
　
　
・
縄

　
　
　
　
箸

　
　
　
　
の
　
　

　
　
　
》
H
翼

　
　
　
．
軌
一
。
少

　
雌
　
　
　
蕊
ゾ

　
　
　
　
．
c

必
ず
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

ズ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
・
用
具
な
ど
を
損

障
し
た
と
き
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
整
理
整
と

ん
も
お
忘
れ
な
く
。

　
　
の
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●

　
な
お
、
体
育
館
を
有

効
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
後
、
体
協
・

婦
人
会
・
老
人
会
・
学

校
等
の
団
体
で
、
“
利

用
者
連
絡
会
議
”
（
仮

称
）
と
い
っ
た
も
の
を

組
織
す
る
考
え
で
す
。

賢
／
～
監
霧
選
隻
瀞
霧
奪
難
鍵
蟹
霧

しそ
潔
～

　
一
・
ヴ

　
，
●
“

　
弓
㍑

　
一
？
、

協
∵
・
‘

　
じ
コ
ヨ
　

　
忘
‘

　
～
一
。
、
㌧

・
．
∴
の
．

一
。
。
を

．
D
．
．
．
テ

．
・
一
．
ひ

　
㌔
野
一

黍　
　
吻

◆
，
り
ホ

　　町美術展もことしは4回目。

　皆さんのご協力で展示用のパネルもそろ

いました。

　これからは、新しい仲間づくりと、文化

の香り高い町づくりをめざしたいのです。

　お気軽に出品・ご来場をお待ちしていま

す。

※と　き　11月11・12日

※ところ　総合センター

※作　品　絵画・書道・写真など

融

　ことしから、町内

小・中学校にも出品

依頼をしていますの

で、いっそうにぎや

かになります。

勲
．

揃
　
　
＾
♂

r悔嚇二が調鹸幅縦碑’
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繕　　　＼．
藤護　　　　　　　　　イ

鉛、，．へ荊．総．

嚢　　　　まっています。
　じ　ノ

斜　　　　　恵まれない人や、社会福祉の充実

褻　踏さんの潮搬立っているので

繋　　　　曳ご協力をお願いします。

赤
い
羽
根

　　鱗繋灘獲

か
わ
り
ゆ
く

時
代
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
自
然

の
素
朴
さ
も
う
す
ら
い
で
き
ま
し
た
。

　
幼
い
こ
ろ
、
学
校
へ
通
っ
た
石
こ

ろ
道
も
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
か
わ
り
、

雪
中
、
歩
く
の
も
困
難
だ
っ
た
通
路

も
、
無
雪
道
路
に
な
り
、
本
当
に
便

利
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
昔
の
農
繁
期
に
は
、
ね
こ
の
手
も

か
り
た
い
と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、

今
で
は
機
械
化
さ
れ
、
耕
う
ん
機
を

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
の
機
械
に
よ
り

作
業
が
行
わ
れ
、
の
ら
仕
事
に
行
く

主
婦
た
ち
も
バ
イ
ク
に
乗
り
作
業
に

献血車

ふ
る
さ
と

“ゆう愛号、の来町

0／18克雪センター　10時～3時

1／7総合センター　10時～3時

1／8橘出張所書0時～12時

1／8上野連絡所　1時～3時

※ご協力をお願いします。

」　　蟄藷、1

肇融轡
甥木檎
職撃落鍵

酬灘鐡誰乙

豊
島
区
羽
鳥
作
治
さ
ん
（
六
＋
歳
）

出
掛
け
る
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
の

子
供
の
こ
ろ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

か
わ
り
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ト
ッ
ツ
ァ
」
が
父
ち
ゃ
ん
に
な

り
、
　
「
チ
ャ
チ
ャ
」
が
母
ち
ゃ
ん
に

な
り
、
こ
と
ば
づ
か
い
も
す
べ
て
都

会
な
み
で
す
。

　
各
家
庭
に
は
電
話
が
入
り
、
隣
ど

う
し
も
受
話
器
を
手
に
す
れ
ば
用
事

が
た
り
、
ま
こ
と
に
便
利
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
家
族
の
一
員
と
し
て
愛
さ

れ
て
き
た
家
畜
類
の
姿
も
見
ら
れ
な

く
な
り
、
農
家
と
い
う
感
じ
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
各
家
庭
も

近
代
的
な
造
り
で
、
便
利
な
設
備
に

な
り
、
昔
の
「
イ
ロ
リ
」
は
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
に
か
わ
っ
て
、
炉
ば
た
談
話

も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も

六
十
歳
を
こ
え
た
者
に
は
、
さ
び
し

さ
も
感
じ
ま
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
毎
月
の
“
広
報
か
わ
に
し
”
を
楽

し
み
に
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

層

壽わ
妻し
鞄の
翼・

纏

鰻
　　　　　りし

讐銚㎞．
郵聾も雀彊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題誉’　　　　　　　　　　　　　　　　藁　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　さ妻　　　　　　　　　学　　　　き　撚総．

ま
だ
お
と
ろ
え
ぬ

　
　
　
昔
語
り

　
　
高
倉
高
橋
安
国
さ
ん
⑳

　
“
ト
ン
ト
ン
昔
が
あ
っ
た
と
さ
”
、

と
始
ま
る
昔
話
、
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち

の
夢
の
世
界
で
あ
り
、
安
眠
を
さ
そ
う

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
衰
退
と
、
語
り
手
の
減
少
は
な

ん
と
も
寂
し
い
限
り
だ
が
、
こ
こ
に
登

場
の
高
橋
さ
ん
は
、
ま
だ
く
二
十
か

ら
一
二
十
く
ら
い
は
思
い
出
せ
る
と
い
う
。

「
オ
ラ
孫
じ
さ
が
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
が

の
お
、
オ
ラ
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
と
う

ど
ぶ
る
め
え
て
ん
が
あ
っ
て
そ
お
、
家

中
し
て
よ
ば
れ
て
い
ぐ
ん
だ
っ
け
が
、
．

一
番
ぜ
ん
を
は
や
ば
や
終
や
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
決
っ
て
昔
話
を
せ
び
る
ん

だ
っ
け
や
あ
、
一
番
オ
ッ
カ
ネ
ェ
が
ん

な
ヤ
サ
ブ
ロ
バ
バ
だ
っ
け
の
お
已

　
そ
の
オ
ッ
カ
な
い
話
を
ひ
と
く
さ
り

伺
い
、
子
ど
も
た
ち
の
恐
怖
の
世
界
を

か
い
ま
み
る
…
…
…
。

　
物
知
り
で
人
の
よ
さ
そ
う
な
や
す
え

ん
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
先
祖
ま
で
知
れ

る
過
去
帳
ま
で
と
り
出
し
、
歴
史
の
古

さ
も
教
え
て
く
れ
る
。
元
祖
は
、
宝
歴

十
二
年
に
没
し
た
と
い
う
古
い
家
柄
で

も
あ
っ
た
。

　
　
亀
璽
康
建
哺
穂
議
墜
嚢
義
黎

築
が
綜
亟

福
祉
年
金

　
　
証
書
・
支
払
日

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
十
一
月
士
二
日
は
福
祉
年
金
の
支
払

い
開
始
日
で
す
。

　
次
の
場
所
で
年
金
証
書
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
の
印
鑑
を
持
参

し
て
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
後
日
役
場
の

係
ま
で
。

　
な
お
、
昨
年
か
ら
、
十
二
月
支
払
い

の
福
祉
年
金
は
、
十
一
月
十
三
日
か
ら

支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
念
の
た
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
千
手
地
区
…
…
…
役
場
社
会
課

◎
上
野
地
区
…
…
…
上
野
郵
便
局

◎
橘
地
区
…
…
…
橘
　
郵
便
局

◎
仙
田
地
区
…
…
…
仙
田
郵
便
局

　
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。
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◎
期
　
間
　
　
1
0
月
n
日
～
1
0
月
2
0
日

◎
重
　
点
　
　
あ
き
す
・
自
転
車
盗
防
止

　
◇
お
か
あ
さ
ん

　
　
　
　
　
お
う
ち
の
カ
ギ
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

　
◇
カ
ギ
か
け
る

　
　
　
　
　
手
間
を
お
し
む
な
ー
・
2
秒

5
願
0
働
■
一
〇
〇
騨
●
麟
9
0
0
●
0
一
9
9
一
膨
9
一
ロ
一
隙
0
0
●
一
〇
〇
■
一
一
〇
■
〇
一
〇
■
0
臨
●
0
■
■
0
一
〇
旧
一
旧
一
一
晒
O
■
瞬
■
一
■
一
一
■
1
一
巳
曝
噂
一
層
願
■
一
騨
一
一
閣
藺
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い

瀦
糞
．
濃
慧
．
蹴
勢
貯

夕
亥
離
鰭
蓑
駄
禰
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
業
の
種
類
、
漁
獲
魚
種
、
従
業
者

　
　
茨
δ
　
な
ど
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
享
の
で

　
　
　
δ
た
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

㎞
　
　
　
ー
魁
、
＼
、
、
＼

｝
　
　
釦
い
“
“
、
、
、

茜
内
謬
交
通
護
防
止
に
気
§

｝
蕊
超
嵐
姦
獅
鱗
羅

0
8
1
1
0
巳
1
6
0
0
0
0
1
0
1
1
0
9
匿
I
o
o
ロ
ー
I
1
6
9
巳
o
I
I
1
6
巴
馨
－
謄
I
o
g
I
l
　
齢

社会福祉協に善

4件出尽に感謝

　
生
前
に
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

．
父
清
一
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
樋
口

重
夫
（
中
仙
田
）
さ
ん
か
ら
一
二
万
円
。

・
父
清
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋

清
信
（
伊
友
）
さ
ん
か
ら
一
二
万
円
。

・
母
力
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
柳
信

一
（
学
校
町
）
さ
ん
か
ら
二
万
円
。

．
養
父
由
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た

吉
井
正
司
（
仁
田
）
さ
ん
か
ら
二
万
円
。
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車上ねらいが
　　　　ひん発2

“カギやかけがかぎです
～
迄
～
…
一
…
一
一
…
。
…
噌
三
一
…
～
一
。
一
3
三
一
≡
一
三
一
一
」
…
…
～
亀
一
一
一
三
廓
…
一
…
一
…
三
一
－
一
一
…
一
一
…
一
…
一
…
曹
…
ξ
一
…
一
三
三
〇
3
…
9
一
…
ξ
一
三
。
…
覧
…
一
≡
9
噛
…
∫
“
噛
…
3
三
一
3
三
一
鱒
～
三
一
3
三
峯
。
鱒
三
…
一
一
一
…
…
一
一
一
毫
ξ
…
畠
…
一
言
一
…
ξ

ン
　
片
手
落
ち
の
そ
し
り
は
ま

ぬ
が
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど

今
月
、
防
犯
運
動
期
間
が
あ
る

こ
と
を
思
い
出
し
、
い
そ
い
そ

と
山
賀
巡
査
部
長
（
川
西
駐
在

所
）
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
今
年
一
月
か
ら
八
月

ま
で
の
町
内
の
犯
罪
件
数
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
侵
入
盗

　
倉
庫
一
、
あ
き
す
一
、
そ
の

他
七

◎
非
侵
入
盗

　
車
上
ね
ら
い
十
一
、
店
舗
荒

　
し
一
、
そ
の
他
五
。

▲まずカギかけを………と山賀巡査部長

（
そ
の
他
と
は
、
自

転
車
ド
ロ
ボ
ー
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
カ
ッ
パ

ラ
イ
、
オ
ー
ト
バ
イ

盗
み
な
ど
で
す
。
）

　
合
計
二
十
六
件
は

昨
年
一
年
間
の
二
十

四
件
を
す
で
に
二
件

も
超
え
た
数
字
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近

は
、
車
上
ね
ら
い
が

ひ
ん
発
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

犯
罪
傾
向
を
見
ま

す
と
、
◎
車
上
ね
ら
い
、
◎
未
成
年

者
の
犯
罪
が
多
い
こ
と
が
特
徴
に
な

っ
て
い
る
と
か
。

　
例
え
ば
、
昨
年
町
内
で
発
生
し
た

車
上
ド
ロ
は
、
一
人
の
犯
行
で
二
晩

に
十
一
件
、
三
十
七
万
円
も
の
働
き

？
を
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
車
上
ね
ら
い
と
い
う
の
は
、
駐
車

中
の
車
か
ら
現
金
・
物
品
を
失
敬
す

る
手
口
で
、
奨
励
の
意
味
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
し
ろ
う
と
で
も
簡
単
に

で
き
る
こ
と
。
　
“
そ
れ
だ
け
に
注
意

が
必
要
で
す
。
”
と
前
置
き
し
て
山
賀

さ
ん
は
、
「
庭
先
き
だ
か
ら
と
安
心
で

き
ま
せ
ん
。
駐
車
の
と
き
は
必
ず
ロ

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
が
夜

ま
わ
っ
て
み
ま
す
と
、
車
庫
に
入
っ

て
い
な
い
車
が
大
部
分
で
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
ロ
ッ
ク
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
と
ら
れ
る
の
が
あ

た
り
ま
え
で
す
よ
。
〃
”
」
と
語
気
が

強
ま
り
ま
す
。
　
「
ロ
ッ
ク
し
て
も
、

貴
重
品
は
絶
対
車
内
に
置
か
な
い
よ

う
に
凶
と
も
い
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
家
の
防
犯
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
警
察
用
語
で
“
の
び
”
と
い
う
の

が
し
の
び
込
み
、
家
人
の
す
き
を
み

て
物
を
と
る
た
ぐ
い
で
す
。
ま
た
、

る
す
を
伺
っ
て
物
と
り
に
入
る
の
が

あ
き
す
、
つ
い
最
近
、
町
内
で
現
金

八
万
円
を
あ
き
す
に
と
ら
れ
た
と
い

う
大
き
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
　
「
ま
ず
戸
じ
ま
り
を
完
全
に
し
て

く
だ
さ
い
。
表
は
カ
ギ
を
か
け
て
い

て
も
、
裏
へ
ま
わ
る
と
簡
単
に
開
く

と
い
う
家
が
多
く
あ
り
ま
す
。
窓
の

カ
ギ
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
已
と
い
う

の
で
す
。

　
　
「
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
確
実
に
、

電
気
器
具
、
女
性
の
下
着
ド
ロ
と
い

っ
た
マ
ニ
ア
？
も
結
構
多
い
ん
で
す

よ
已
と
注
意
を
促
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
年
少
者
の
犯
罪
に
つ
い

て
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
お
ど
ろ
く
こ
と
に
、
こ
の
近
辺
で

は
、
犯
罪
の
三
分
の
二
以
上
が
未
成

年
者
だ
と
い
う
の
で
す
。
こ
と
に
、

悪
の
温
床
と
な
る
の
は
、
”
勉
強
部
屋
”

“
誕
生
パ
ー
テ
ィ
”
だ
と
い
い
ま
す
。

「
勉
強
部
屋
に
カ
ギ
を
か
け
た
ら
中

で
何
を
し
て
い
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

友
だ
ち
は
窓
か
ら
で
も
ど
こ
か
ら
で

も
入
っ
て
く
る
。
と
く
に
、
勉
強
部

屋
で
誕
生
パ
ー
テ
ィ
と
な
る
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
や
ら
様
々
な
遊
び
を
し

ま
す
。
好
奇
心
も
手
伝
っ
て
、
酒
・

タ
バ
コ
、
悪
質
な
本
、
と
こ
れ
が
し

ぜ
ん
悪
の
芽
に
な
る
の
で
す
。
親
は

と
き
ど
き
の
ぞ
く
な
り
、
掃
除
を
し

な
が
ら
、
常
に
子
供
の
様
子
を
伺
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
已
と

い
い
ま
す
。

　
　
ノ

　
　
．
心
の
戸
じ
ま
り
”
こ
そ
犯
罪
防

止
の
カ
ギ
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
を
〃
“
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臨
『
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『
』
「
』
『
』
監
【
■
『
』
『
』
F
』
「
』
F
』
「
E
レ

秋
の
健
康
管
理

　
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
ま

さ
に
秋
た
け
な
わ
で
す
。

　
何
を
す
る
に
も
快
適
な
時
期
、
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
の
体
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
、
冬
へ
の
健
康
管
理
の
準
備

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

⇔
胃
腸
障
害
の
心
配
は
…
…
？

　
夏
の
猛
暑
で
、
あ
な
た
の
体
（
胃

腸
）
は
非
常
に
弱
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
、
．
こ
は
ん
が
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
と
い
っ
て
、

署麗竃
プ
暴
飲
暴
食
を
す
る

　
と
、
胃
腸
障
害
を

　
お
こ
す
原
因
と
な

　
り
ま
す
。
何
ご
と

　
も
腹
八
分
目
に
し
、

　
胃
腸
を
大
事
に
使

　
つ
て
く
だ
さ
い
。

⇔
太
り
す
ぎ
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
。
？

　
　
肥
満
傾
向
の
人

　
は
、
と
く
に
栄
養

　
と
運
動
の
バ
ラ
ン

　
ス
を
く
ず
さ
ぬ
よ

　
う
注
意
し
ま
し
ょ

　
う
。

⇔
冬
へ
の
準
備
を
始

　
め
ま
し
ょ
う
。

　
”
カ
ゼ
に
ま
け
な

　
（

　
　
い
体
力
づ
く
り
。

ア

　
　
で
き
る
だ
け
屋
外
に
出
て
、
太

　
　
陽
の
下
で
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
冬
に
な
る
と
、
屋
内
に
こ
も

　
　
り
が
ち
、
と
も
す
る
と
ビ
タ
ミ

　
　
ン
D
不
足
を
お
こ
す
こ
と
が
あ

　
　
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
太

　
　
陽
の
紫
外
線
に
あ
た
る
こ
と
で

　
　
有
効
に
体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

勿
寒
風
に
ま
け
な
い
皮
膚
づ
く
り
。

　
　
暑
つ
す
ぎ
な
い
、
寒
す
ぎ
な
い

　
　
こ
ん
な
と
き
が
寒
風
ま
さ
つ
を

　
　
始
め
蒼
よ
い
時
期
で
す
。

　
　
腕
↓
足
↓
腹
↓
胸
↓
腰
↓
背
の

　
　
順
に
三
～
十
分
く
ら
い
、
体
の

　
　
中
心
に
向
か
っ
て
こ
す
っ
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
農
作
業
の
た
め
、
体
が
疲
れ
て
い

て
思
わ
ぬ
事
故
に
あ
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
日
の
疲
れ
を
明
日
に
残
さ

ぬ
よ
う
に
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

媒懸累簾鵯
　喜さ
直美ゆ朝善満貴真貢
美子り子仁　之吾一
定俊弘晃清勇喜清良
夫六　　 一二一　 夫

長長長長長長長三長
女女女女男男男男男

中中元東仁原野塩沖
仙央　善
田町町寺田田口辛『立

　
　
た
か
さ
ご
．
ー
ご
円
満
に

（
◎
◎
繍
響
橋
輔
麟
劉

　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

渡
貫
正
義

小
幡
正
二

柳
　
　
力
子

小
林
源
治

佐
藤
七
太
郎

横
山
　
徳
藏

江
口
　
信
之

相
崎
寅
一
郎

吉
井
由
太
郎

高
橋
　
マ
ッ

高
橋
清
治

伊仁仁沖小中小元学木新
　　　　白央　　校　町
友田田立倉町脇町町落新
　　　　　　　　　　田
八八七七七七七六六六四
三二六六五三一七七四七

　　自衛官の募集＝＝

　陸・海・空自衛官の募集を
しています。

▲資格は18歳以上25歳末満の
　男子。

▲待遇は国家公務員として優
　遇。なお、各種の免許・資
　格取得の機会があります。

▲くわしくは、役場総務課ま
　で・

撫
、
．

ぎ
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．
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萩
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岸
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